
（資料９） 

国立公文書館の機能・施設の在り方等に関する調査（海外現地調査） 

 

 

 

行先・日程 視察先 調査参加委員 

アメリカ 

11/19～11/23 

アメリカ国立公文書管理記録院 本館 

アメリカ国立公文書管理記録院 新館 

ジョン・Ｆ・ケネディ大統領図書館・博物館 

老川 祥一 座長 

内田 俊一 委員 

菊池 光興 オブザーバー 

ヨーロッパ 

11/24～11/30 

イギリス国立公文書館 

フランス国立公文書館（パリ館） 

フランス国立公文書館（ピエールフィット館） 

イタリア国立中央文書館 

イタリア国立ローマ文書館 

神門 典子 委員 

永野 和男 委員 

オーストラリア 

12/9～12/13 

オーストラリア国立公文書館 本館 

オーストラリア国立公文書館（メルボルン分館） 

ビクトリア州公文書センター 

－ 
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